
立
っ
た
。 第

十
四
章
創
立
四
十
年

「
今
や
弊
社
は
業
務
拡
張
の
準
備
中
な
り
。
そ
の
拡
張
や
敢
て
諸
君
子
に
告
ぐ
る
程
の
大
規
模
を
一
時
に
行
う
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、

振
替
番
号
第
五
番
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中
村
日
記
の
明
治
四
十
一
年
一
月
十
二
日
に

「
本
店
改
築
工
事
積
書
出
来
セ
リ
金
額
約
十
四
万
円
ナ
リ
直
一
一
清
水
組
係
員
ヲ
呼
寄
セ
仮
契
約
ヲ
締
結
セ
リ
」

と
あ
り
、
工
事
は
い
よ
い
よ
着
手
さ
れ
よ
う
と
す
る
。

「
学
鐙
」
の
新
年
号
の
「
巻
頭
宣
言
」
に
「
興
国
の
機
運
は
熟
せ
り
、
戦
勝
の
光
誉
を
し
て
益
を
燦
燭
た
ら
し
め
ん
と
す
る
平
和
の

事
業
は
今
年
以
後
い
よ
い
よ
盛
な
ら
ん
と
す
」
と
い
っ
て
、
日
露
戦
争
後
す
で
に
三
年
目
に
な
ろ
う
と
す
る
の
に
、
ま
だ
大
勝
の
宿
酔

か
ら
醒
め
な
い
。
し
か
し
文
化
の
戦
に
怯
た
ら
ば
戦
勝
は
畢
寛
ヅ
ー
ル
ー
人
に
類
す
る
土
蛮
の
行
為
の
み
と
は
、
内
田
魯
庵
が
日
清
戦

争
の
直
後
か
ら
声
を
大
に
し
て
叫
ん
で
い
る
信
念
で
、
そ
れ
が
こ
の
宣
言
に
も
く
り
返
さ
れ
、
丸
善
は
「
海
外
文
物
輸
入
の
先
駆
た
る

を
任
ぜ
ず
」
と
謙
遜
し
て
い
る
の
は
、
内
心
そ
れ
に
任
ず
る
自
負
を
示
し
て
い
る
の
で
、
創
業
ま
さ
に
四
十
年
、
多
く
の
事
業
の
一
起

一
倒
し
て
、
興
亡
常
な
ら
ぬ
中
に
、
時
と
し
て
は
孤
城
残
塁
に
よ
る
悲
境
に
遭
遇
し
た
が
、
い
ま
や
宿
昔
の
志
望
を
達
す
る
一
段
階
に



こ
れ
は
丸
善
株
式
会
社
の
書
籍
部
、
文
房
具
部
、
洋
物
部
の
三
者
連
名
の
挨
拶
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
御
注
文
送
金
の
新
便

法
」
と
し
て
「
郵
便
振
替
貯
金
の
応
用
」
を
す
す
め
て
い
る
広
告
面
に
は
、
明
治
三
十
九
年
三
月
か
ら
利
用
し
て
い
る
振
替
口
座
番
号

第
五
番
の
東
京
丸
善
、
第
七
四
番
の
大
阪
支
店
に
つ
い
で
、
第
九
八
九
○
番
の
京
都
支
店
が
新
た
に
肩
を
な
ら
べ
て
い
る
新
陣
容
が
目

を
ひ
く
。 か

く
の
如
く
漸
く
発
展
の
第
一
途
に
就
く
を
得
た
る
は
諸
君
子
の
庇
保
に
外
な
ら
ざ
る
を
信
じ
て
、
こ
こ
に
年
頭
に
の
ぞ
み
て
深

く
こ
れ
を
感
謝
し
て
お
か
ざ
る
也
」

宣
言
の
裏
頁
で
ま
た
云
っ
て
い
る
。

「
弊
社
事
、
市
区
改
正
の
た
め
且
つ
事
業
拡
張
の
た
め
、
改
築
仕
り
候
に
つ
き
て
は
、
現
在
家
屋
の
大
部
分
を
取
り
段
ち
、
愈
女

狭
晦
と
相
成
り
、
随
っ
て
日
に
愈
交
新
着
す
る
商
品
全
部
を
陳
列
す
る
を
得
ず
候
ま
ま
、
御
一
覧
あ
っ
て
御
見
当
り
な
き
品
な
り

と
も
一
応
店
員
に
御
下
問
被
成
下
度
候
。
且
つ
ま
た
業
務
取
扱
上
、
自
然
不
行
届
に
流
れ
候
廉
あ
る
や
も
計
ら
れ
ず
候
へ
ど
も
偏

に
御
寛
大
を
奉
仰
候
也
」

二
洋
品
部
の
盛
況
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仮
店
は
狭
い
と
い
っ
て
も
、
書
籍
と
文
房
具
、
雑
貨
が
一
階
の
同
じ
階
に
並
列
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
便
利
と
せ
ら
れ
、
中
に
は
丸
善

に
き
て
書
籍
に
し
か
目
を
つ
け
な
か
っ
た
顧
客
が
、
今
さ
ら
の
よ
う
に
文
房
具
や
帽
子
、
ス
テ
ッ
キ
の
装
身
具
ま
で
並
べ
て
い
る
の
に

気
が
つ
い
て
、
こ
れ
を
求
め
だ
し
た
よ
う
な
例
も
あ
っ
て
、
便
利
が
ら
れ
て
、
活
況
を
呈
し
た
こ
と
は
前
に
か
い
た
が
、
仮
り
に
こ
こ



○
万
年
筆
ウ
ォ
タ
ー
マ
ン
、
・
ヘ
リ
カ
ン
、
オ
ノ
ト
、
ス
キ
フ
ト
、
カ
ウ
ス
、
レ
ミ
ッ
ク
ス
、
グ
ラ
ピ
チ
ー

種
類
が
こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
ふ
え
た
の
で
あ
る
。
（
明
治
二
十
九
年
の
項
の
一
種
で
あ
っ
た
の
を
参
照
）

で
、
こ
の
年
売
ら
れ
た
文
房
具
と
雑
貨
の
広
告
を
「
学
鐙
」
か
ら
拾
っ
て
み
よ
う
。
中
に
は
数
年
、
十
数
年
前
か
ら
引
き
つ
づ
い
て
そ

の
ま
ま
継
続
輸
入
し
て
い
る
品
も
あ
り
、
同
じ
物
で
品
目
を
増
し
た
の
も
あ
り
、
ま
た
全
く
新
し
い
も
の
も
あ
る
。

○
ル
ー
ズ
。
リ
ー
フ
式
手
帖
Ｐ
ｏ
ｏ
ｍ
の
伊
①
呉
国
ｐ
ｍ
ｍ
Ｏ
Ｏ
丙
）

こ
の
取
り
か
え
自
由
の
便
利
な
手
帖
が
は
や
り
だ
し
た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
、
間
も
な
く
日
本
で
も
ま
ね
て
盛
ん
に
製
作

○
キ
セ
ロ
ー
ル
（
羅
図
○
」
）
化
粧
品
石
鹸
（
の
胃
目
倭
ロ
陣
の
８
画
目
①
）
、
ク
リ
ー
ム
（
○
臥
目
①
）
、
白
粉
（
弓
○
巨
号
の
号
国
醗
）
、

歯
磨
（
闘
叶
①
ｐ
ｇ
唾
箇
８
）

こ
れ
に
は
某
伯
爵
夫
人
談
と
称
す
る
「
西
洋
の
新
化
粧
品
」
と
い
う
長
い
記
事
が
「
都
新
聞
」
か
ら
転
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
閑
院
宮
家
の
家
令
の
松
井
式
部
官
の
夫
人
か
ら
き
い
て
知
っ
た
の
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
大
学
の
。
ヘ
ロ
ー
と
い

う
薬
学
博
士
の
発
明
で
、
も
と
は
ギ
リ
シ
ャ
で
産
す
る
植
物
か
ら
取
っ
た
の
で
、
甘
い
香
気
を
放
つ
殺
菌
剤
を
ふ
く
ん
で
い
て
、

肌
に
も
、
歯
に
も
非
帯
に
よ
い
・
・
：
：
と
あ
る
。

○
最
新
式
状
刺
各
種
（
儒
洋
関
国
］
①
）

○
変
用
万
能
鉄

○
丸
善
最
上
イ
ン
キ

〆

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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蝋
科
猟
一
難
離
郷
懲
灘
》

○
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
自
働
紙
綴
機
（
急
．
①
言
口
哩
目
ｚ
○
・
画
津
具
○
冒
呉
甘
弔
§
①
Ｈ
句
四
の
庁
ｇ
閏
）

○
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
。
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
（
言
①
言
口
騨
目
．
日
『
ご
曳
角
岸
①
烏
ｚ
○
・
四
）

○
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
会
社
製
天
球
儀
及
地
球
儀
（
］
呂
口
黒
○
口
》
の
弓
①
角
の
の
吋
巨
い
且
○
の
］
の
黒
巨
国
○
ロ
の
）

○
複
写
紙
（
○
閏
ご
○
口
弔
§
閏
）

こ
れ
が
あ
ま
ね
く
用
い
ら
れ
だ
し
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
小
さ
な
机
上
革
命
で
あ
っ
た
。

○
万
年
筆
（
再
）

形
は
小
さ
い
が
十
四
種
、

○
書
類
挟
Ｐ
①
淳
興
○
唇
の
）

○
イ
ン
キ
（
再
）

○
セ
ル
ロ
イ
ド
製
。
は
い
か
ら
枝
折
（
画
８
］
肉
冒
肖
丙
）

○
理
想
的
最
高
化
粧
水
Ｐ
肖
○
旨
）

○
本
立
（
国
○
○
戸
の
巨
層
○
吋
菌
）
、
書
籍
台
（
国
○
○
丙
”
肖
冨
）
、

押
紙
盤
ｅ
①
爵
国
○
匪
昌
的
弔
且
の
）

○
新
式
料
紙
文
庫
（
弓
○
昌
冒
》
の
の
国
威
○
口
①
ｑ
ｇ
の
①
）
害
菱
、

封
筒
、
ペ
ン
、
イ
ン
キ
、
切
手
、
手
帳
そ
の
他
手
紙
日
記

を
か
く
に
必
要
な
る
の
一
さ
い
入
っ
た
手
提
げ
。

十
八
種
、
乃
至
二
十
五
種
に
つ
か
え
る
の
で
、
旅
行
用
の
要
具

明治41年「学鐙」広告
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欝鍵雲
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E，灘

訂§
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ヨミ、
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１１"：
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○
キ
ュ
チ
キ
ュ
ラ
石
鹸
（
○
昌
旨
昌
四
の
○
§
）
・

欧
米
に
キ
ュ
チ
キ
ュ
ラ
の
名
の
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
江
戸
の
「
梅
花
香
」
や
「
花
筏
」
の
如
く
、
文

明
の
紳
士
淑
女
で
こ
れ
を
知
ら
ぬ
者
に
出
会
わ
ん
と
す
る

は
、
初
鯉
の
味
を
知
ら
ぬ
江
戸
シ
子
を
見
る
よ
り
も
も
っ

と
六
つ
か
し
い
・

○
ゼ
プ
ト
（
国
の
冒
缶
口
儲
８
号
目
胃
芹
胃
両
の
日
○
ぐ
閏
）

筆
歯
磨
と
訳
し
て
い
る
。
歯
を
清
潔
に
す
る
も
の

○
字
書
台

○
帽
子
（
パ
ナ
マ
帽
、
レ
ゴ
ー
ン
帽
、
水
辺
散
策
用
帽
子
、

麦
藁
帽
）

○
謹
謹
外
套
（
イ
ン
バ
ネ
ス
形
、
筒
袖
、
小
供
用
イ
ン
バ
ネ

ス
形
）

○
セ
ン
チ
ユ
リ
ー
イ
ン
キ

今
年
五
月
、
第
二
回
内
国
製
産
品
評
会
で
「
名
誉
金
牌
」

を
も
ら
い
た
て
の
新
イ
ン
キ
。
丸
善
が
イ
ン
キ
の
製
作
に

識蝶蕊舟灘議鰹j#鍛灘鍵譲欝
明治41年「学鐙」広告
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議
欝
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議
霧
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蓋
霧
嬢
雛
篭
確
藤
魔
鱗
瀧
蕊
蕊
蕊
藤
躍

灘
蕊
尤
欝
灘
議
蝋

嬢
鋳
篭
縫
靭
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議
蕊
通
羅
蕊
際
蕊
・
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職
難
蕊
諜
霧
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‐

Ｉ
Ｉ
随
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…
縦
Ｉ
蝋
鵬
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職
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従
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鍾
準
識

〃
●
も
世
喜
●
；
碑
４
１
４
，
●
グ
ー
ご
Ｄ
’
．
‐
’
。
◇
画
。
、
噌
…
召
“
醒
弔

蕊
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必
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』

燕.呉溌

盤総;灘漁蕊漉灘測

驚識溌識瀧耀鷺繊 溌
鮮
，
霧
鐸
繕
鎚
愈
篤
蕊
駕
篭
蕊
溌

憲
織
識
鷺
議
議
灘
識

-｡』誕董-予廿

]雷④

簿
騨
談
域
砿
雰
…
灘
識
議
鶏

顕蛮
由
鴬
溌

続
女
と
改
良
を
加
え
て
新
品
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
の

が
う
か
が
え
る
。

○
避
暑
旅
行
必
要
品

化
粧
函
、
日
傘
、
ス
テ
ッ
キ
、
書
翰
用
菱
、
画
は
が
き
、

紙
幣
入
、
貰
入
、
慕
口
、
名
刺
入
、
オ
ペ
ラ
。
バ
ッ
グ

○
安
全
剃
刀
（
匪
具
○
ｍ
胃
呂
の
蔦
①
ご
雨
間
○
Ｈ
）

○
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
式
書
類
整
理
挟
（
［
自
己
禽
巨
原
洋
①
Ｈ

句
］
庁
）

○
ス
テ
ッ
キ

○
帽
子
（
シ
ル
ク
・
ハ
ッ
ト
、
山
高
、
ソ
フ
ト
、
烏
打
）

○
口
中
香
錠
（
羅
臼
○
］
○
口
ｇ
ｏ
宮
）

○
万
能
香
水
（
国
営
号
○
○
］
○
習
①
）

「
日
本
も
ま
た
オ
ー
ド
コ
ロ
ー
ン
の
時
代
と
な
れ
り
、

公
園
に
宴
会
に
劇
場
に
倶
楽
部
に
園
遊
会
に
、
各
種
の
集

会
に
オ
ー
ド
コ
ロ
ー
ン
は
到
る
と
こ
ろ
鼻
腔
を
う
つ
」

○
軽
便
状
挟
（
の
冒
冒
的
局
呂
○
）
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霧

醤~弱き蔀’磯篭紳餓.

:鍔 Ａ
悪
基
明
器
恕
鬼
＄
与
謝

壁

翼

翼

○
田
丸
式
永
世
カ
レ
ン
ダ
ー
（
中
村
不
折
図
案
）

「
こ
の
掛
暦
は
昔
で
も
今
で
も
未
来
で
も
勝
手
な
時
の

勝
手
な
月
の
七
曜
を
極
め
て
手
軽
に
見
得
る
仕
掛
で
あ

る
」

○
ク
リ
ス
マ
ス
御
進
物

舶
来
害
菱
封
筒
（
粧
飾
函
入
）
マ
ジ
ョ
リ
カ
花
瓶

墨
汁
壷
切
子
型
イ
ン
キ
壷
（
飾
台
付
）
石
膏
レ
リ
ー

フ
（
新
海
氏
作
）
同
上
半
身
像
切
子
文
鎮
ブ
ロ
ン

ズ
文
鎮
万
年
筆
各
種
純
金
ペ
ン
特
種
手
帳
各
種

ル
ー
ズ
リ
ー
フ
手
帖
文
房
要
具
各
種
玩
具
そ
の
他
の

キ
ー
ー
リ
オ
新
年
カ
ー
ド
カ
レ
ン
ダ
ー
（
画
暦
）
縮

緬
紙
カ
レ
ン
ダ
ー
ト
ー
イ
ブ
ッ
ク
各
種
ペ
イ
ン
チ
ン

グ
・
ブ
ッ
ク
数
十
種
レ
ッ
ッ
日
記
美
術
画
帖
各
種

状
挟
各
種
新
刊
小
説
袖
珍
詩
集
進
物
用
特
製
書
籍

安
全
剃
刀
莫
砦
灰
皿
香
水
・
化
粧
水
舶
来
白
粉

タ
ル
カ
ム
・
パ
ッ
プ
倶
ぎ
香
水

蕊
灘
欝
議
離
騨
墜
融
樵
霞
驚
謬
鍛
騨
識
蕊
篭
蕊
払
鈴
舎
駕
篭
識
難
蕊
諦
篭
‐
織
森
無
難
昌
蕊
蕊
溌
醗
蕊
篭
醗
篭
蕊
一
讃
欝
蕊
篭
鎌
蕊
購
蕊
蕊
蕊

暇
鼠瀞

明治41年「学鐙」広告
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－
ト
と
で
も
云
う
べ
き
か

創
業
四
十
年
と
い
え
ば
半
世
紀
に
近
く
、
そ
の
間
風
雪
に
耐
え
て
き
て
存
続
し
、
大
な
り
、
小
な
り
発
展
し
て
、
新
館
の
建
築
に
ま

で
着
手
し
た
。
も
し
経
済
的
に
の
み
見
て
比
較
す
れ
ば
、
三
菱
そ
の
他
数
四
の
大
財
閥
が
ほ
ぼ
そ
の
期
間
に
獲
得
し
、
蓄
積
し
た
暴
富

に
は
は
る
か
に
及
ば
ぬ
の
で
不
成
功
と
い
う
事
も
で
き
る
が
、
何
人
も
ま
ね
手
の
な
い
、
日
本
で
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
仕
事
を
し
た
文
化

○
四
○
ｏ
ｚ
ｏ
瀞
の

○
新
式
封
筒
害
菱

そ
し
て
、
最
終
の
十
二
月
で
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

「
冬
季
の
洋
物
小
売
部
は
仮
営
業
場
移
転
を
機
と
し
て
、
例
年
に
ま
し
て
著
し
く
贈
答
品
を
増
加
し
、
如
何
な
る
向
き
の
御
進
物

に
も
適
す
る
よ
う
準
備
し
た
り
。
恐
ら
く
は
最
も
実
用
的
に
し
て
最
も
趣
味
的
な
る
万
人
が
万
人
に
向
く
文
明
的
御
贈
答
品
は
此

小
売
部
に
於
て
随
意
に
御
求
め
得
ら
る
く
し
と
信
ず
丸
善
洋
物
小
売
部
」

け
だ
し
「
最
も
趣
味
的
な
る
」
の
一
句
が
眼
目
で
、
い
か
に
実
用
的
で
軽
便
で
も
、
台
所
用
品
、
た
と
え
ば
洋
式
食
器
掃
除
器
の
た

ぐ
い
、
ま
た
又
ど
ん
な
に
ハ
イ
カ
ラ
で
も
農
業
用
具
な
ど
の
広
告
が
見
え
な
い
の
は
、
た
し
か
に
一
特
徴
で
あ
る
。

右
の
外
書
籍
、
文
房
具
、
服
飾
品
、
化
粧
品
等
数
百
種
類
、
何
れ
も
美
麗
な
る
箱
入
に
調
進
仕
候

こ
れ
に
は
訳
語
が
つ
い
て
い
な
い
が
、
い
ま
日
本
で
い
う
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
が
初
め
て
輸
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
め
く
り
式
ノ

三
害
棚
概
観

639



る
０

○
ケ
ン
プ
ー
ー
ル
日
本
志
（
四
頁
）
前
章
に
紹
介

○
ヴ
ニ
ン
ク
シ
ュ
テ
ル
ン
「
大
日
本
書
史
」
（
二
頁
）
国
ｇ
ｏ
腎
眉
］
昌
○
冷
昏
①
〕
９
９
の
の
①
両
日
目
Ｈ
①
》
ぐ
○
胃
．
口

徳
富
蘇
峰
が
国
民
新
聞
に
の
せ
た
「
東
京
だ
よ
り
」
（
こ
れ
に
書
評
が
の
る
と
当
時
最
高
と
思
わ
れ
た
）
の
書
評
全
文
が
の
っ
て
い

○
○
冨
目
ず
①
誌
》
の
ｇ
菩
○
ｇ
言
ご
目
＆
○
昌
昌
（
一
頁
）

○
蘇
国
ア
カ
デ
ミ
ー
派
画
伝
（
日
常
宛
○
菌
］
の
８
昌
の
｝
芦
缶
。
且
①
ロ
ミ
）
（
半
頁
）

。
・
・
：
。
■

「
日
本
書
史
第
二
篇
は
一
八
九
四
’
一
九
○
六
年
間
す
潅
わ
ち
明
治
二
十
七
年
ｌ
明
治
三
十
九
年
間
に
お
け
る
欧
洲
語
に
お

い
て
、
欧
、
米
、
東
洋
に
お
い
て
出
版
せ
ら
れ
た
る
一
切
の
日
本
に
関
す
る
書
籍
の
目
録
お
よ
び
簡
単
な
る
解
題
を
本
体
と
す

640

的
貢
献
度
の
大
き
さ
か
ら
云
え
ば
、
容
易
に
他
の
追
随
を
ゆ
る
さ
ぬ
の
は
、
大
成
功
と
も
云
え
る
。

そ
こ
で
一
応
こ
の
時
点
で
、
「
学
鐙
」
の
一
カ
年
が
、
い
か
な
る
書
物
を
の
せ
て
い
る
か
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
悉
く
は
拾
い
き
れ
な
い

の
で
、
と
く
に
力
を
こ
め
て
宣
伝
に
つ
と
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
書
名
を
た
ど
っ
て
見
る
と
、
何
人
も
福
沢
諭
吉
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
ウ

ィ
ル
ソ
ン
。
リ
ー
ダ
ー
や
ク
ワ
ッ
ケ
ン
ポ
ス
の
ア
メ
リ
カ
史
は
じ
め
各
種
の
初
等
教
科
書
、
。
ハ
ー
レ
イ
の
万
国
史
、
ス
イ
ン
ト
ン
の
世

界
史
な
ど
を
輸
入
し
た
の
を
継
続
し
て
始
め
た
こ
の
仕
事
が
、
今
や
全
く
面
貌
を
異
に
し
た
業
態
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
は
る
ば
る
来

ぬ
る
旅
を
し
ぞ
思
う
の
感
慨
を
禁
じ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。



○
門
宮
の
嗣
制
ｏ
啓
①
協
旨
胃
厨
》
］
四
目
の
の
‐
旨
胃
昏
①
言
の
‐
尋
冨
旨
旨
姻
昏
①
の
目
肖
ｐ
Ｒ
ｚ
目
号
関
○
【
《
《
弓
丘
の
の
冨
呂
○
》
》
（
二
頁
）

仏
の
バ
ル
ピ
ゾ
ン
派
の
特
長
を
継
承
し
て
風
景
画
を
以
て
し
て
は
実
に
現
代
に
冠
た
る
マ
ー
リ
ス
三
兄
弟
（
蘭
）

○
マ
イ
エ
ル
独
逸
大
百
科
全
書
（
冒
亀
閏
の
の
Ｈ
ｏ
ｍ
の
①
の
悶
目
ぐ
①
吊
呉
ご
扇
げ
①
掛
涛
○
口
）
（
一
頁
）

○
マ
イ
エ
ル
独
逸
小
百
科
全
書
（
旨
①
『
①
耐
固
の
甘
の
の
属
目
ぐ
①
刷
胃
旨
口
の
樹
①
酋
丙
○
口
）
（
一
頁
）

こ
の
マ
イ
エ
ル
の
大
小
百
科
全
書
に
つ
い
て
は
数
年
前
か
ら
、
目
立
つ
広
告
が
出
て
い
る
。

○
雪
嵐
冒
丙
①
Ｈ
》
の
缶
］
日
目
胃
冷
○
Ｈ
］
ｇ
由
》
言
底
○
》
の
言
．
声
○
ご
易
》
ロ
巴
ご
冨
農
目
①
胃
園
○
○
丙
開
○
吋
ご
易
》
目
篇
も
国
。
唾
８
］

国
ロ
狗
旨
①
①
Ｈ
圃
○
鼻
の
庁
国
○
○
斤
冷
日
ご
品
》
缶
】
日
肖
丘
。
①
の
○
房
四
己
ｇ
》
の
○
普
巴
の
。
域
の
の
ｇ
・
の
巴
○
四
の
ｇ
①
Ｈ
国
○
時
巴
①
ロ
ロ
臼

国
ロ
四
目
①
①
崎
吊

ら
畠
（
二
頁
）
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こ
の
類
書
を
一
括
し
旨
の
庁
両
の
、
の
弓
＆
と
し
て
あ
る
。

○
ウ
エ
プ
ス
タ
ー
大
字
典
（
一
頁
）

前
女
か
ら
連
年
こ
の
広
告
は
出
て
い
る
。

そ
し
て
巻
末
に
、
お
そ
ら
く
そ
の
時
丸
善
の
書
棚
に
な
ら
ぺ
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
書
目
が
旨
○
口
昏
昏
国
昌
①
唾
口
と
し
て
一
頁

二
十
五
乃
至
三
十
の
書
名
と
定
価
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
毎
月
あ
り
、
こ
の
新
年
号
は
二
十
一
一
頁
で
、
例
月
と
は
十

頁
ほ
ど
の
差
が
あ
る
が
、
内
容
は
若
干
の
移
動
を
の
ぞ
い
て
大
同
小
異
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
そ
の
分
類
と
、
そ
こ
に
拾
わ
れ
て
い
る

書
種
目
の
数
だ
け
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
分
類
の
順
序
は
缶
腎
旨
巳
言
時
①
四
目
句
○
Ｈ
①
の
斤
昌
が
最
初
、
目
丘
①
○
］
○
喝
煙
且
両
農
四
○
口
が

最
終
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
な
の
で
あ
る
。



で

し、

た
○

以
上
一
月
号

室
自
○
口
叶
彦
』
冒
国
巳
斥

跨
巨
の
再
冒
』
○
宮
口
Ｐ

○
庁
営
①
儲
○
○
巨
口
再
尉
、
．

国
昌
］
⑦
庁
旨
○
冷
冒
庁
の
吋
口
囚
武
○
口
巴
国
匡
さ
、
忌
む
彦
胃
・
伊
具
①
ご
句
ロ
ゴ
房
声
＆
ｐ
ｐ
ｑ
目
ｇ
ｏ
鼻
＆
津
○
日
Ｐ
日
興
］
８
》

日
Ｐ
両
口
ｍ
旨
ロ
ｇ
両
国
ロ
８
》
の
胃
日
四
口
胃
》
冒
巳
Ｐ
目
冨
辱
》
属
自
８
》
”
ロ
の
の
旨
》
の
８
口
Ｑ
甘
口
ぐ
国
》
の
己
煙
旨
四
国
。
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農
業
及
林
業
七
種
娯
楽
及
遊
戯
一
種
人
類
及
人
種
学
一
種
建
築
及
造
営
学
三
種
書
籍
学
一
種

伝
記
九
種
化
学
七
種
商
業
及
銀
行
五
種
字
書
文
法
会
話
付
百
科
全
書
八
種
家
政
学
四
種
教

育
十
一
種
電
気
磁
気
及
電
気
工
学
八
種
演
説
書
類
三
種
工
学
及
重
学
一
一
一
十
二
種
美
術
十
四
種

地
理
学
紀
行
及
案
内
書
類
十
三
種
地
質
及
鉱
物
学
一
一
一
種
史
学
三
種
日
本
朝
鮮
支
那
及
東
方
書
類
十
種

法
律
書
十
三
種
文
学
五
十
七
種
製
造
及
工
芸
十
六
種
数
学
六
種
医
学
及
衛
生
学
四
種
博
物

学
十
五
種
物
理
学
七
種
海
陸
軍
及
海
事
書
類
一
一
一
種
哲
学
十
種
写
真
術
及
印
刷
術
一
種
詩
文

及
戯
曲
書
類
二
十
八
種
政
治
経
済
及
社
会
学
一
一
一
十
七
種
神
学
及
宗
教
七
種

三
十
二
分
類
で
、
三
百
四
十
七
種
目
で
あ
る
。
も
っ
て
よ
う
や
く
全
盛
期
に
は
い
っ
て
き
た
丸
善
の
店
の
全
面
貌
、
全
業
態
の
推
察

の
手
が
か
り
に
な
る
。
思
い
の
外
書
目
の
数
が
少
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
一
書
目
一
標
題
で
数
冊
、
数
十
冊
か
ら
な
る
の
も
あ

り
、
又
一
）
こ
の
分
類
に
洩
れ
て
い
る
の
も
あ
る
。
子
供
用
の
絵
本
の
よ
う
な
店
頭
を
に
ぎ
わ
す
も
の
が
脱
漏
し
て
い
る
。
併
し
こ
の
翌

四
十
二
年
に
初
め
て
丸
善
の
京
都
支
店
に
入
っ
た
筆
者
の
記
憶
に
よ
る
と
、
初
学
向
又
は
小
児
用
の
参
考
書
や
絵
本
も
た
く
さ
ん
並
ん



○
日
毎
⑦
国
黒
色
○
ｓ
唾
Ｏ
ｐ
ａ
岳
①
○
目
８
ｍ
５
．
国
『
ロ
○
侭
冒
の
言
．
厚
①
の
目
①
国
（
一
頁
）

○
台
湾
統
治
論
（
］
§
目
①
の
①
知
巳
①
甘
司
○
目
口
○
の
煙
．
国
胃
昌
○
ｍ
号
胃
○
目
鼻
①
胃
８
の
宮
）
（
一
頁
）

○
日
ぽ
①
句
昌
貝
①
○
閉
］
§
目
昌
昏
四
の
胃
ぐ
①
『
○
閉
卑
①
の
①
貝
○
○
目
旨
目
の
．
国
ご
言
．
㈲
①
ｇ
の
弓
鼻
の
目
（
一
頁
）

○
旨
の
日
○
尉
○
冷
卑
目
。
①
○
亘
○
号
侭
昌
国
呂
①
巳
○
唇
①
、
弓
吋
・
耳
の
①
○
個
①
言
．
○
ケ
ｑ
の
目
（
一
頁
）

○
伊
呉
８
島
○
国
８
日
》
の
言
○
房
の
（
一
頁
）

①
庁
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○
日
露
戦
役
国
際
法
。
陸
上
関
係
。
有
賀
長
雄
著
冒
の
ロ
の
陣
①
嗣
易
の
○
‐
］
§
○
唇
昌
の
①
』
倭
ロ
弔
○
甘
叶
目
ぐ
宮
①
○
○
貝
旨
①
ロ
区
①

ロ
局
○
詳
冒
肩
目
鼻
胃
○
口
巴
．
勺
貰
ｚ
四
鴨
○
缶
昼
盟
（
一
頁
）

○
ゥ
イ
ン
ゾ
ァ
。
マ
ガ
ジ
ン
「
ク
リ
ス
マ
ス
号
」
弓
篇
○
胃
陣
昌
四
の
言
旨
号
貝
冒
侭
間
目
①
（
二
頁
）

○
日
篇
○
鴬
○
国
四
目
○
胃
与
国
后
①
丙
①
乱
の
言
（
一
頁
）

○
旨
凹
①
討
昌
ロ
。
丙
》
の
ｚ
ｏ
く
①
』
の
（
半
頁
）

十
一
書
目
を
お
さ
む
・
も
ち
ろ
ん
劇
と
論
文
感
想
で
、
普
通
に
い
う
小
説
の
著
作
は
メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
に
は
あ
る
ま
い
。

○
旨
①
儲
島
昏
》
の
ｚ
ｏ
ぐ
①
］
の
（
半
頁
）

十
四
書
目
、
も
ち
ろ
ん
喜
劇
論
や
詩
集
も
は
い
っ
て
い
る
。
メ
レ
デ
ィ
ス
は
難
解
で
、
日
本
の
英
文
学
界
で
も
て
は
や
さ
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
前
年
夏
目
激
石
の
小
説
「
虞
美
人
草
」
が
あ
ら
わ
れ
て
、
メ
レ
デ
ィ
ス
の
影
響
の
顕
著
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

さ
ら
に
大
学
の
講
義
「
文
学
論
」
が
出
版
さ
れ
て
、
激
石
が
メ
レ
デ
ィ
ス
を
愛
読
す
る
こ
と
の
深
い
の
が
わ
か
り
、
急
に
読
書
界
の
注

目
を
ひ
く
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。



の
六
冊

○
目
冨
巨
苛

以
上
二
月
号

十
一
種
を
お
さ
む

○
冨
○
昏
曾
．
国
胃
巨
四

○
寸
珍
画
譜
（
一
頁
）

ロ
暁
煙
量
邑
ロ
胆
、
陣
、

の
○
創
国
目
㎡
国
巨
己

○
英
国
造
園
史
（
日
ロ
①
の
四
ａ
ｇ
ｍ
Ｏ
開
国
畠
盲
目
）
の
冨
呂
○
の
冬
期
増
刊
（
一
頁
）

ロ
暁
豊
ご
甘
胆
、
陣
○
冒
冒
庁
ぽ
①
○
巨
房
南
口
の
尉
防
三
シ
リ
ー
ズ

の
○
三
国
目
》
の
国
員
ｐ
Ｏ
Ｈ
ｏ
ｐ
ｍ
冒
幽
の
庁
の
Ｈ
宮
①
８
の
五
冊

の
○
尋
目
．
》
、
シ
風
国
○
○
丙
の
十
三
冊

昭
和
に
な
っ
て
か
ら
だ
が
、
こ
れ
と
同
じ
サ
イ
ズ
で
講
談
社
か
ら
「
ア
ー
ト
。
ブ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
叢
書
が
出
た
こ
と
が
あ
る
。
も

っ
と
も
そ
れ
は
こ
ん
な
古
い
も
の
か
ら
思
い
つ
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
。

○
日
宮
の
ｚ
具
薗
］
両
ロ
ミ
ｇ
ｏ
ｇ
８
旨
（
半
頁
）

ナ
ッ
タ
ル
百
科
辞
典
と
し
て
非
常
に
重
宝
が
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
缶
］
侭
①
目
の
旨
の
伊
畔
且
閏
冒
且
①
（
全
一
頁
）

の
ロ
ロ
自
己
昌
詳
庁
①
冨
目
①
Ｈ
涛
四
》
両
員
○
℃
四
》
缶
坤
時
画
》
跨
巨
の
庁
国
辱
の
ロ
》
○
函
８
日
９
．
口
旨
旦
弔
○
］
胃
厨
ロ
号
局
》
ｚ
ｏ
ａ
煙
冒
①
Ｈ
涛
凹
》
津
巴
ｇ

四
目
伊
の
洋
①
烏
の
○
浦
伊
具
８
＆
○
国
①
四
目
．
園
『
固
旨
号
①
昏
国
の
置
且
（
一
頁
）

二
角
画
然
》
笥
口

の
貝
辱
（
半
頁
）
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○
○
胃
旨
涛
①
Ｈ
‐
嗣
巴
ｇ
Ｑ
胃
》

○
演
劇
関
係
書
類
（
二
頁
）

○
ス
テ
ュ
デ
ィ
オ
図
按
年
報
（
日
宮
①
の
目
＆
○
居
①
肖
団
○
○
穴
○
開
口
①
８
国
陣
ぐ
①
跨
詳
》
岳
ミ
）
（
一
頁
）

○
○
胃
旨
涛
①
Ｈ
‐
嗣
巴
①
且
ｇ
忌
畠
（
一
頁
）
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そ
の
広
告
（
全
文
）
「
或
は
帝
国
座
の
新
設
、
或
は
高
等
演
芸
場
の
計
画
の
如
き
、
演
劇
の
機
運
勃
興
の
秋
に
際
し
、
芸
術
上

文
学
上
、
将
た
、
劇
場
事
務
上
、
以
て
其
参
考
と
す
べ
き
書
類
は
、
今
や
続
灸
新
着
し
来
ら
ん
と
す
。
沙
翁
劇
の
研
究
害
た
る
フ

ァ
ー
ー
ー
ス
、
ク
レ
イ
グ
等
の
諸
註
の
取
揃
え
る
は
云
う
ま
で
も
な
く
新
脚
本
た
る
ピ
ネ
ロ
、
シ
ョ
ー
、
ジ
ョ
ー
ン
ス
、
ヒ
リ
ッ
プ
、

マ
ー
レ
ー
等
、
英
国
専
門
劇
作
家
の
名
著
を
初
め
、
ロ
ス
タ
ン
の
「
シ
ラ
ノ
」
及
び
「
フ
ァ
ン
タ
ス
チ
ッ
ク
ス
」
、
或
は
ズ
ー
ダ

ー
マ
ン
の
「
マ
グ
ダ
」
の
如
き
当
今
欧
米
の
劇
壇
に
最
も
声
誉
坐
嘩
色
も
の
、
或
は
又
近
く
続
刊
し
つ
つ
あ
る
英
国
劇
界
明
星
伝
中

の
既
刊
書
テ
リ
ー
、
ウ
ヰ
ン
ダ
ム
、
ト
リ
ー
、
ギ
ル
バ
ー
ト
等
諸
名
優
の
伝
記
、
論
纂
に
は
又
シ
ド
ニ
ー
・
リ
ー
の
「
沙
翁
劇
及

び
現
時
の
劇
場
」
の
如
き
、
ヘ
ス
チ
ン
グ
の
「
ゼ
。
シ
ェ
ァ
タ
ー
」
（
各
国
劇
場
大
観
）
、
ア
ー
チ
ャ
ー
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。
シ
ェ

ァ
タ
ー
」
（
国
立
劇
場
論
）
の
如
き
、
扱
て
は
ア
ー
チ
ャ
ー
の
「
ゼ
。
シ
ェ
ァ
ト
リ
カ
ル
・
ウ
ワ
ー
ル
ド
」
（
劇
界
消
息
及
批
評
）

の
千
八
百
九
十
三
年
よ
り
九
十
七
年
に
到
る
五
巻
の
英
国
演
劇
批
評
の
如
き
最
も
劇
道
の
参
考
に
資
す
べ
き
名
著
也
。
其
の
他
イ

ブ
セ
ン
の
全
集
は
勿
論
イ
ブ
セ
ン
に
関
係
あ
る
諸
書
例
へ
ぱ
イ
ブ
セ
ン
伝
数
種
「
イ
ブ
セ
ン
劇
の
鍵
」
、
「
イ
ブ
セ
ン
尺
積
集
」
等

の
如
き
、
或
は
又
オ
ペ
ラ
の
解
説
、
及
び
オ
ペ
ラ
に
関
す
る
諸
書
等
続
左
輸
入
す
。
好
劇
の
諸
君
は
勿
論
、
荷
く
も
文
芸
に
興
味

を
有
す
る
諸
君
は
必
ず
や
如
上
の
書
中
会
心
の
佳
什
を
発
見
し
給
う
べ
き
を
疑
わ
ざ
る
也
」

帝
国
劇
場
の
竣
エ
。
開
場
す
る
よ
り
三
年
前
に
こ
れ
だ
け
演
劇
関
係
書
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、
イ
ブ
セ
ン
は
漸
く
流
行
の
潮
に



○
即
①
豆
の
庁
○
国
。
］
§
目
．
国
］
ｚ
ｇ
の
Ｏ
ａ
８
旨
目
８
（
一
頁
）

こ
れ
に
も
「
国
民
新
聞
」
の
「
東
京
だ
よ
り
」
の
蘇
峰
の
評
を
か
か
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
著
者
は
坪
井
博
士
の
コ
ロ
ポ
ク
ル

説
を
否
定
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
著
者
に
は
○
○
旨
の
具
〕
§
目
の
著
書
が
あ
る
。

○
英
文
一
一
一
家
庭
認
（
弓
一
馬
弓
胃
①
の
国
○
日
の
の
耳
昏
①
ぐ
①
昌
罰
①
ぐ
．
句
．
言
．
句
胃
国
Ｈ
》
且
昌
蔚
ュ
陣
号
邑
后
＆
ご
弓
．
旨
貝
巴
）

有
名
な
宗
教
的
家
庭
小
説
で
、
こ
の
省
略
版
は
広
く
学
校
教
科
書
と
し
て
、
わ
が
国
の
諸
学
校
で
も
用
い
ら
れ
た
。

○
号
の
８
．
国
『
同
旨
５
且
の
○
の
の
①
（
一
頁
）

○
ｚ
①
急
冒
斤
の
自
画
威
目
己
同
ロ
ｇ
ｏ
］
○
目
⑦
１
国
．
ぎ
ぐ
○
盲
目
の
の
陣
○
○
日
忌
日
○
固
く
○
盲
目
①
の
（
二
頁
）

し
た
。

○
門
冨
劃
９
群
の
時
旨
時
㎡
衿
算
弔
○
獄
焦
○
］
〕
○

客
室
や
書
斎
を
か
ざ
る
複
製
画
、
一
包
に
十
一
面
入
り
、
十
七
面
入
り
と
両
様
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
た
ち
ま
ち
数
万
部
を
う
り
つ
く

四
ｍ
の
）
」
（

以
上
三
月
号
。
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乗
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
中
の
「
マ
グ
ダ
」
は
数
年
後
に
松
井
須
磨
子
の
当
り
芸
と
し
て
世
論
を
沸
騰
し
、
「
シ
ラ
ノ
」
は
又
白

野
弁
十
郎
と
し
て
識
案
さ
れ
て
あ
の
難
解
な
も
の
が
思
い
の
外
に
庶
民
層
に
ま
で
親
し
ま
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
恰
も
そ
れ
を
予
見
し

た
よ
う
な
、
こ
の
広
告
文
の
筆
者
の
見
識
を
み
と
め
ざ
る
を
得
な
い
。

○
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ゴ
ア
ン
氏
「
語
学
教
授
及
研
究
法
（
即
自
や
○
勝
の
○
昌
口
》
国
〕
①
跨
鼻
○
閉
門
①
胃
巨
ｐ
ｍ
凹
且
の
目
ご
旨
、
旨
口
唱
‐

侭
の
）
」
（
一
頁
）



プ
リ
タ
ー
ー
カ
、
セ
ン
チ
ュ
リ
イ
、
独
文
の
マ
イ
エ
ル
な
ど
売
り
ひ
ろ
め
た
後
で
、
よ
く
も
需
要
者
が
あ
る
も
の
だ
と
驚
か
さ
れ
る
。

○
海
洋
画
家
ワ
ィ
リ
イ
画
伝
（
言
．
耐
．
司
冒
言
の
．
園
『
缶
日
日
吋
巴
の
肖
○
旨
国
自
陣
己
、
①
）
（
一
頁
）

○
日
常
丙
○
日
目
８
○
冷
言
○
日
目
》
の
目
色
口
①
ロ
８
国
『
匿
甘
の
○
○
鳥
国
ロ
（
一
頁
）

○
缶
。
且
曾
昌
少
尉
呂
詳
①
ｇ
貝
①
》
后
弓
（
一
頁
）

○
日
篇
言
○
鳥
の
○
冷
国
①
ロ
昌
跨
．
］
○
口
①
の
（
一
頁
）

全
八
冊
「
ジ
ョ
ー
ン
ス
は
現
代
英
国
劇
壇
の
河
竹
黙
阿
弥
也
」
と
あ
る
。

○
冒
○
口
昏
与
国
昌
昌
ロ
（
十
八
頁
）

○
冒
病
Ｏ
Ｈ
８
乱
昏
旨
四
昌
昌
の
岸
○
・
ｍ
『
の
①
○
・
日
目
日
邑
屈
＆
（
一
頁
）

○
年
代
紀
字
書
（
国
昌
目
》
の
目
昌
ｏ
ｇ
ｑ
Ｏ
倫
己
鼻
①
の
四
目
ご
風
ぐ
①
儲
四
昌
昌
○
儲
日
昌
Ｏ
Ｐ
ｍ
『
弓
彦
の
」
鼻
①
国
①
且
四
目
画
く
旨
８
具
）

○
活
け
る
世
界
的
知
識
（
以
下
の
諸
雑
誌
名
を
列
記
す
）
言
冒
号
○
瑞
冒
樹
闇
冒
①
、
の
胃
四
目
冨
侭
尉
冒
①
》
言
己
①
言
○
吋
巨
冒
凹
隠
‐

函
目
．
①
》
樹
Ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
画
．
旨
四
ｍ
尉
旨
の
》
自
営
の
○
四
℃
冨
冒
）
の
目
肖
計
の
黒
》
］
①
の
巴
の
弓
○
員
》
旨
○
口
国
８
巨
巨
ぐ
Ｈ
①
》
昌
巨
易
①
話

冒
侭
闇
旨
の
》
届
①
乱
①
尋
○
冷
両
①
乱
の
尋
の
（
伊
○
目
○
口
）
》
陸
再
黒
己
の
８
国
唾
○
口
（
一
頁
）

○
門
昏
の
も
○
］
昼
８
］
国
再
Ｏ
ｑ
Ｏ
閉
両
口
唱
目
．
○
冒
弓
言
①
］
ぐ
①
ぐ
○
盲
目
①
の
．
国
『
急
．
崖
冒
日
出
目
庁
四
目
詞
①
四
目
匡
尉
．
勺
○
○
旨
の
（
一

頁
L-ノ

/－，

頁
、ーノ
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○
自
営
の
弓
。

全
八
冊
「
ジ

○
旨
目
昏
ご

以
上
四
月
号



○
］
ｇ
９
篤

以
上
五
月
号

○
ｚ
の
］
、
８
㎡

○
独
文
歌
麿
画
伝
（
ロ
菌
日
日
○
．
ぐ
目
己
試
］
巳
旨
の
愚
目
昏
）
（
一
頁
）

○
缶
の
目
①
芹
⑦
①
馬
具
国
冒
○
」
○
喝
．
国
望
跨
置
国
旨
鼻
の
目
自
国
（
一
頁
）

○
英
独
写
真
術
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
（
弓
幽
の
ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
ｑ
関
胃
肖
蔚
目
目
も
彦
○
８
腎
昌
言
の
》
園
ご

巨
目
司
○
Ｈ
侭
①
の
。
胃
貸
ｇ
①
、
ぐ
Ｏ
ｐ
ｐ
Ｈ
・
両
．
ぐ
○
ｍ
①
］
、
弓
馬
国
○
○
丙
○
閉
勺
冒
さ
喝
§
ご
》

缶
冒
匡
巴
．
両
呂
庁
巴
ご
勺
自
］
ｚ
・
国
四
の
旨
○
丙
（
一
頁
）

○
］
且
？
］
§
目
①
の
①
砲
ど
の
甘
呉
○
巳
計
員
①
．
固
『
卑
○
能
．
の
巨
日
旨
甘
缶
昌
目
（
一
頁
）

衿
９
８
）
（
二
頁
）

耐
①
津
箇
旦
①
ロ
津
Ｈ
津
ロ
歓
口
胆
閏

弔
国
○
画
ｐ
弓
丘
①
○
局
は
。
“
ｐ
Ｑ
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○
ｚ
の
］
、
○
口
》
の
ｚ
２
『
ｏ
ｇ
目
ｑ
厘
胃
幽
昌
（
二
頁
）

ア
ウ
ス
テ
ィ
ン
、
ブ
ロ
ン
テ
、
カ
ー
ラ
イ
ル
等
英
米
文
学
の
叢
書
で
十
五
家
七
十
一
冊
の
書
名
が
あ
が
っ
て
い
る
。
「
イ
ン
ジ
ャ
ン

簿
紙
摺
」
と
あ
る
。
イ
ン
デ
ィ
ァ
・
ペ
ェ
パ
ー
を
も
ち
い
た
の
で
あ
る
。

○
の
①
○
侭
①
段
且
四
目
国
の
儲
樹
○
ぐ
臼
の
．
切
望
厚
９
９
ｍ
の
国
ウ
宮
①
（
一
頁
）

○
半
与
半
（
国
営
８
国
営
．
国
『
昌
○
爾
昌
口
①
）

奇
書
で
あ
る
。
「
四
つ
目
」
と
い
え
ば
日
本
人
の
よ
う
だ
が
、
外
人
で
な
く
て
は
書
け
ぬ
奇
想
天
外
の
ま
ち
が
い
が
出
て
く
る
の
で
、

著
者
は
外
人
に
ち
が
い
な
い
。
（
一
頁
）

○
英
国
ア
ク
ト
ン
卿
二
名
著
（
麗
黒
○
画
。
巴
胃
の
葛
の
凹
且
の
目
＆
①
の
、
閏
の
ｇ
ｑ
Ｏ
冷
犀
の
①
○
○
日
幽
且
○
昏
曾
騨
印
畠
の
．
国
『
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○
レ
ク
ラ
ム
叢
書
（
”
①
○
百
儲
ご
巳
ぐ
①
Ｈ
の
巴
‐
国
ｇ
ｏ
昏
の
丙
）
（
一
頁
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
前
に
か
い
た
が
、
こ
こ
で
は
「
レ
グ
ラ
ム
」
と
濁
点
を
う
っ
て
読
ん
で
い
る
。
こ
の
叢
書
は
明
治
二
十
年
代
の
丸

善
の
広
告
に
見
え
て
い
る
が
全
一
頁
の
広
告
紙
面
を
ふ
り
あ
て
ら
れ
た
の
は
「
学
び
の
燈
」
第
三
十
七
号
（
明
治
三
十
一
一
一
年
）
と
、
こ

の
号
で
あ
る
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
、
ゲ
ェ
テ
、
ハ
イ
ネ
、
イ
ブ
セ
ン
、
カ
ン
ト
、
シ
ラ
ー
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ワ
ー
、

ト
ル
ス
ト
イ
、
ツ
ル
ゲ
ェ
ネ
フ
、
チ
ョ
ッ
ケ
な
ど
の
名
が
見
え
る
。

○
日
ロ
①
の
冨
建
８
］
辱
‐
冒
烏
計
の
国
風
ロ
呉
①
の
可
①
ｍ
の
①
の
甘
句
日
日
の
の
○
○
日
目
○
口
ご
ｑ
の
①
旦
吊
○
吋
国
境
拭
い
①
の
．
団
昌
月
の
貰
昌
国
営
○
〕

橋
梁
そ
の
他
構
造
に
お
け
る
数
理
上
の
攻
究
を
簡
易
に
説
い
た
も
の
で
、
著
者
は
東
京
帝
国
大
学
教
授
、
広
井
勇
博
士
。
ア
メ
リ
カ

で
は
大
学
や
橋
梁
会
社
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
国
黒
○
国
。
○
Ｈ
ｇ
日
の
貝
．
国
『
］
・
劃
四
ａ
（
一
頁
）

○
国
呂
昏
○
時
目
》
、
自
侭
①
９
８
①
Ｈ
ｇ
の
○
言
目
．
缶
巨
の
胆
①
笥
嘗
岸
巨
目
丘
①
箇
口
の
”
の
”
の
可
呂
ぐ
目
国
．
良
①
の
の
目
（
一
頁
）

○
弓
旨
の
ｚ
の
］
ｍ
Ｏ
ｐ
ｚ
豊
琶
‐
国
○
○
丙
．
国
昌
］
、
○
・
国
四
目
２
（
一
頁
）

○
の
①
○
鴇
§
宮
の
ｇ
‐
の
冨
房
爵
呂
の
の
言
①
岸
‐
５
①
桝
涛
○
口
．
ぐ
ｇ
ｏ
ｏ
庁
昌
①
ご
言
①
ず
①
儲
涛
．
（
一
頁
）

○
聖
書
図
会
（
日
ロ
①
函
○
辱
の
○
ｇ
①
］
の
》
乱
昏
○
ぐ
①
儲
誤
Ｃ
冒
巨
黒
愚
陣
目
の
》
ｚ
ｏ
蔚
の
○
口
啓
の
国
ｇ
貝
①
の
ご
両
ロ
”
の
ロ
①
冨
目
鼠

凹
且
凹
○
胃
○
口
○
］
○
四
８
］
口
目
国
○
鴨
眉
巨
○
巴
巨
黒
○
捕
昏
①
而
昌
目
の
Ｈ
の
）
（
一
頁
）

○
楽
譜
（
旨
吊
房
‐
缶
濡
ロ
）
（
二
頁
）

「
ワ
グ
ネ
ル
、
グ
リ
ュ
ッ
ク
、
グ
ノ
ー
等
の
オ
ペ
ラ
の
大
曲
を
初
め
シ
ュ
ー
マ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
等
の
短



曲
類
其
他
楽
器
及
声
楽
の
譜
本
数
十
種
を
輸
入
し
た
り
：
．
…
」
云
女

○
巨
協
．
配
①

以
上
七
月
号

○
の
旨
ご
目
ｇ
”
の
邑
冒
鴨
（
六
頁
）

夏
期
読
書
に
適
す
る
書
物
を
各
般
に
わ
た
っ
て
ぬ
き
出
し
て
並
べ
た
の
で
あ
る
。

○
句
目
巳
穴
陣
言
色
瞥
邑
》
の
日
篇
の
国
且
興
己
目
昌
Ｏ
ｇ
ｑ
（
一
頁
）

○
国
の
ｇ
胃
①
Ｑ
①
］
》
傍
鼻
含
口
の
］
》
缶
日
置
巳
融
．
雨
肖
の
①
○
侭
①
の
㈲
の
胃
○
斤
①
叶
○
冒
儲
］
①
の
○
巨
営
の
画
（
一
頁
）

○
旨
協
．
国
①
の
庁
○
口
》
印
画
○
○
戸
○
閉
国
○
口
の
①
旨
○
匡
冒
自
侭
①
日
①
具
》
少
の
営
箇
の
汁
○
○
○
○
丙
①
昌
甘
衿
巨
陣
営
目
①
の
（
一
頁
）

以
上
六
月
号

○
の
ロ
目
白
胃

650

○
ｍ
営
む
２
口
ご
ｚ
ｏ
ぐ
巴
の
（
二
頁
）

一
冊
二
十
五
銭
ぐ
ら
い
で
買
え
て
、
わ
が
英
書
の
読
書
家
を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
。
だ
い
た
い
英
書
だ
が
、
早
く
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
復
活
」

が
一
冊
加
わ
っ
て
い
る
の
が
異
色
で
あ
っ
た
。
あ
る
人
が
夏
目
赦
石
に
「
ど
う
し
た
ら
英
文
学
者
に
な
れ
ま
す
か
」
、
と
き
い
た
ら
「
そ

う
さ
な
、
シ
ッ
ク
ス
ペ
ン
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
を
月
に
二
十
冊
も
よ
ん
で
、
外
に
新
着
雑
誌
五
、
六
冊
も
目
を
通
し
た
ら
よ
か
ろ
う
」

と
云
っ
た
。
質
問
者
が
ど
ぎ
も
を
ぬ
か
れ
「
先
生
は
毎
月
そ
ん
な
に
お
読
み
に
な
る
の
で
す
か
」
と
か
さ
ね
て
質
問
す
る
と
、
「
人
間

わ
ざ
で
そ
ん
な
に
読
め
る
も
ん
か
。
だ
か
ら
オ
レ
な
ん
ざ
、
英
文
学
者
で
も
な
ん
で
も
な
い
」
と
答
え
た
と
い
う
ゴ
シ
ッ
プ
が
つ
た
わ

っ
て
、
と
み
に
こ
の
叢
書
は
有
名
に
な
っ
た
。

○
弔
．
］
・
冨
号
旨
の
ｌ
Ｐ
易
い
①
弓
農
岸
①
言
①
鳥
①
（
一
頁
）



に
の
っ
て
い
る
ｃ

○
国
巴
旨
㎡

以
上
八
月
号

○
両
○
愚
］
Ｐ
３
。
①
日
『
四
目
屋
の
弓
の
農
の
ｑ
国
ｇ
貝
①
の
四
目
の
８
］
冒
昌
①
苫
儲
岳
呂
（
半
頁
）

○
貝
①
の
巴
①
国
ｇ
同
日
Ｏ
Ｂ
の
（
半
頁
）

○
近
世
挨
及
（
Ｑ
ｏ
ｇ
閏
》
の
旨
＆
①
目
同
喝
宮
）
（
一
頁
）

こ
れ
は
よ
ほ
ど
重
要
視
し
た
と
見
え
、
批
評
用
の
コ
ピ
ィ
が
到
着
し
た
の
を
新
渡
戸
稲
造
に
よ
ん
で
も
ら
っ
て
、
そ
の
詳
報
が
前
号

○
福
間
博
編
青
洞
発
見
記
（
嗣
○
宮
の
ｇ
》
国
ロ
ａ
①
。
百
口
”
。
》
四
目
目
の
Ｈ
ｏ
芹
の
四
目
ｑ
・
胃
の
⑦
一
○
９
国
）

カ
プ
リ
の
現
汗
洞
を
詩
人
で
画
家
の
コ
ピ
ッ
シ
ュ
が
探
検
し
た
詩
文
を
第
一
高
等
学
校
の
ド
イ
ツ
語
教
師
の
編
纂
し
た
も
の
（
一

頁
、ーノ

○
弓
彦
①
ご
胃
侭
冨
園
冷
①
、
国
冒
○
冨
吋
］
①
⑳
言
侭
ロ
の
烏
（
一
頁
）

651

ル
ッ
ソ
ー
と
ゲ
ー
テ
（
二
冊
）
と
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ワ
ー
と
ニ
イ
チ
ェ
と
五
冊
だ
け
書
目
が
あ
が
っ
て
い
る
。

○
門
篇
目
①
鷲
国
○
○
肩
（
一
頁
）

日
本
で
出
版
さ
れ
た
英
語
教
科
書
十
八
種
。
な
か
に
は
団
員
丙
①
》
の
の
①
］
①
ｇ
の
己
の
①
９
＄
四
目
儒
洋
の
儲
の
よ
う
な
む
つ
か
し
い
物

も
あ
り
、
宮
森
麻
太
郎
の
匡
貯
○
閉
冒
吋
．
国
営
巨
魁
言
四
も
あ
り
、
そ
れ
か
ら
上
田
敏
の
ご
冒
○
嵐
目
膨
胃
①
が
の
っ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
こ
ろ
ま
だ
需
要
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
国
＆
旨
》
の
○
①
具
国
］
缶
の
旨
四
目
目
号
①
計
（
半
頁
）



ワ
グ
ナ
ア
は
弓
馬
陸
日
ご
］
①
巨
冷
①
の
著
者
で
、
そ
の
訳
書
は
満
洲
軍
総
参
謀
長
児
玉
源
太
郎
が
奉
天
陣
中
に
携
行
し
て
愛
読
し

「
戦
争
が
す
ん
だ
ら
引
退
し
て
こ
の
よ
う
な
生
活
を
お
く
り
た
い
」
と
云
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
有
名
で
あ
る
。
そ
の
新
著
。

○
口
の
。
且
８
８
．
国
『
衿
．
胃
．
国
煙
罵
○
員
（
半
頁
）

デ
カ
ダ
ン
ス
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
た
が
そ
の
概
念
は
つ
か
み
に
く
い
時
で
あ
っ
た
。

○
の
言
昌
①
の
旨
冒
○
号
目
の
①
口
目
ロ
目
庁
⑦
Ｈ
鼻
昌
①
．
ｍ
『
○
算
○
国
の
］
］
①
Ｈ
（
半
頁
）

ズ
ー
ダ
ー
マ
ン
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
、
十
九
世
紀
の
女
流
作
家
の
三
章
よ
り
な
る
。

○
倭
騨
宮
同
ロ
ｍ
］
鯉
且
。
貝
甘
、
号
①
国
蔚
号
①
昏
営
四
目
の
言
肖
庁
弔
①
風
呂
．
の
言
ｇ
ｏ
の
春
期
増
刊
（
一
頁
）

○
弓
冒
①
の
国
蔚
の
目
目
》
の
国
①
胃
国
○
○
斤
９
９
（
二
頁
）

例
年
出
て
い
る
広
告
だ
が
、
こ
の
年
は
と
く
に
二
頁
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
こ
の
価
値
が
重
大
視
さ
れ
て
来
た
と
云
え
よ

○
口
四
の
卑
○
亘
の
目
号
吋
国
目
鼻
．
ぐ
目
跨
口
愚
国
号
①
早
○
且
Ｏ
Ｈ
（
半
頁
）

○
門
篇
再
目
『
○
冷
冨
胃
国
樹
①
、
国
昌
団
口
色
目
○
Ｎ
の
崎
（
半
頁
）

》
）
の
英
独
結
婚
に
関
す
る
二
書
は
上
下
の
組
合
せ
に
な
っ
て
い
る
。

○
旨
○
巳
の
日
》
啓
○
口
い
ぼ
印
の
庫
ぬ
い
①
黒
①
○
ウ
胃
津
具
①
の
ｍ
ｏ
Ｈ
国
四
①
烏
①
』
》
の
国
○
○
丙
昌
彦
①
国
。
＆
①
○
冷
昏
①
口
昌
ぐ
①
儲
①
．
、
『
弔
彦
．

旨
肖
ｏ
宮
の
〕
弓
叶
．
ご
旨
詞
．
ご
言
．
局
①
房
甘
》
富
．
ロ
．

以
上
九
月
号

652

聾
「
ノ
０



毎
年
、
欧
米
の
定
期
刊
行
物
の
予
約
は
募
集
し
て
い
る
の
だ
が
、
》
）
の
年
は
一
一
頁
に
ま
た
が
る
大
広
告
を
出
し
、
特
に
「
丸
善
外
国

謙
」
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
方
面
の
事
務
の
繁
多
に
な
っ
た
こ
と
を
語
る
で
あ
ろ
う
。

○
Ｐ
Ｃ
且
の
日
忌
缶
月
冨
叶
①
９
日
①
后
品
（
一
頁
）

○
病
甘
い
ぼ
の
○
℃
○
国
の
の
○
冨
○
呂
冒
・
国
昌
冒
胃
丙
弓
筑
国
旨

「
此
世
か
ら
な
る
地
獄
を
見
よ
、
谷
中
村
の
惨
事
の
如
き
な
お
未
だ
云
う
に
足
ら
ざ
る
也
」
云
女
（
一
頁
）

○
口
①
卑
○
昏
口
日
の
．
切
望
○
の
、
閏
言
』
国
の
（
一
頁
）

○
国
①
目
。
耳
目
噌
国
①
国
口
の
、
①
胆
①
ご
目
ぐ
○
口
勺
凹
巳
困
の
日
の
局
（
一
頁
）

イ
ブ
セ
ン
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
ダ
ヌ
ン
チ
ョ
、
メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
、
ワ
イ
ル
ド
、
ワ
グ
ナ
ア
、
ア
イ
ヘ
ン
ド
ル
フ
、
ハ
イ
ネ
、
ク
ラ
イ

ス
ト
、
ホ
ィ
ッ
ト
マ
ン
、
シ
ラ
ー
。

○
両
ロ
ｍ
房
ロ
ｇ
ｏ
ロ
‐
厚
○
日
○
国
四
目
ｚ
①
弓
．
国
冒
国
○
国
８
口
目
四
目
両
．
○
．
旨
○
個
目
言
崖
日
○
芹
（
一
頁
）

○
自
働
車
問
答
（
衿
○
胃
の
。
巨
の
ｇ
ｏ
冷
昏
①
冒
○
９
吋
‐
○
日
．
園
『
］
○
冒
国
ｇ
ご
属
昌
ｍ
言
）
（
一
頁
）

ま
だ
東
京
内
に
あ
る
自
働
車
は
塞
女
た
る
も
の
で
あ
っ
た
時
、
こ
の
書
の
広
告
は
注
目
す
る
に
足
る
。

○
歴
史
家
の
世
界
歴
史
巻
頭
の
赤
紙
広
告
四
頁

以
上
十
月
号

（
彦
胃
○
汁
宮
①
氏
の

国
５
国
黒
Ｏ
ｑ
Ｏ
冷
冒
○
。
①
目
顧
言
唾
品
）
（
半
頁
）

653

○
近
世
美
術
史
（
冒
昇

○
海
外
新
聞
雑
誌
予
約

毎
年
、
欧
米
の
定
期
刊

課
」
と
｝
）
と
わ
っ
て
い
る

○
Ｐ
Ｃ
且
の
日
忌
缶
月
冨

○
病
甘
い
ぼ
の
ｇ
ｏ
丘
》
の
｛



以
上
十
一
月
号

○
両
ロ
肩
口
の
．
切
望

○
弓
胃
国
淵
旨
呉

○
画
目
の
胴
欝
庁
①
ロ

○
ロ
ロ
閏
口
員
ｇ

○
国
○
の
宮
冒
涜
煙

ロ
の
．
国
忌
冒
員
罰
○
○
の
＄
（
半
頁
）

犀
旨
農
園
①
の
号
巨
９
８
耳
弔
８
口
且
○
四
日
①
国
（
半
頁
）

温
鼻
①
ロ
．
の
冨
隠
ｇ
目
．
Ｑ
両
ロ
ゴ
言
黛
①
目
の
鳥
目
ヨ
①
叶
号
の
言
の
号
Ｑ
①
Ｈ
言
○
目
①
（
半
頁
）

Ｑ
員
呂
国
○
目
の
○
．
ぐ
Ｏ
ｐ
ｐ
境
．
缶
．
弓
．
、
国
持
①
昌
言
ｇ
冒
涜
（
半
頁
）

一
国
］
、
四
目
捧
望
旨
日
の
○
冷
昏
①
量
．
○
Ｈ
昼
．
国
］
国
ｇ
ｑ
ｏ
・
団
員
号
洋
（
一
頁
）

654

異
例
に
も
巻
頭
の
赤
紙
広
告
を
宛
て
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
も
っ
ぱ
ら
、
丸
善
の
自
家
出
版
お
よ
び
販
売
を
取
扱
っ
て
い
る
日
本
の

書
籍
の
広
告
に
宛
て
ら
れ
て
い
た
頁
で
あ
る
。

○
缶
ず
①
］
］
目
の
い
○
８
日
固
の
目
目
》
、
］
○
胃
目
］
（
一
頁
）

○
冒
巨
の
胃
‐
Ｆ
の
桝
涛
目
．
ぐ
○
国
国
凋
○
国
①
日
四
目
（
半
頁
）

○
㈲
且
割
ぬ
弓
ロ
○
日
“
》
の
伊
目
の
冒
す
ｇ
ｍ
①
の
。
匡
、
茸
目
目
の
日
①
旨
①
局
冒
、
の
且
国
①
岸
（
半
頁
）

○
句
巨
甘
》
の
国
自
身
ぐ
○
盲
目
の
跨
匡
四
ｍ
（
一
頁
）

○
出
目
号
ロ
８
月
Ｈ
属
目
の
計
‐
の
①
の
。
ご
ｏ
茸
①
、
ぐ
○
口
隆
昌
目
の
官
営
ｍ
２
（
一
頁
）

古
代
、
中
世
、
イ
タ
リ
ヤ
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
北
方
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
及
び
十
七
、
八
世
紀
の
芸
術
の
四
冊
か
ら
な
る
。

○
国
口
口
目
》
の
○
○
日
目
の
崎
ｇ
巴
○
○
陣
の
の
ご
○
且
２
８
四
目
○
○
日
目
①
月
巨
固
侭
房
匿
（
一
頁
）

○
両
目
黒
出
国
の
ｏ
穴
①
］
》
①
甘
げ
の
ご
ｇ
ｍ
ｇ
Ｑ
・
ぐ
○
口
弓
〕
旨
の
』
日
切
９
ｍ
ｇ
①
（
一
頁
）



四
「
復
活
」
緋
訳

群、

以
上
、
半
頁
、
一
頁
、
二
頁
、
時
に
よ
っ
て
数
頁
に
わ
た
る
広
告
を
し
て
い
る
書
籍
は
、
も
ち
ろ
ん
、
一
回
に
と
ど
ま
ら
ず
、
数
号

に
わ
た
っ
て
同
文
あ
る
い
は
新
規
の
異
文
に
よ
っ
て
宣
伝
さ
れ
、
時
に
よ
る
と
二
年
か
ら
数
年
に
ま
た
が
る
も
の
さ
え
も
あ
る
。

甑
鱗
砂
畔
酔
解
雌
ｗ
羽
虫
警
画
祇
号

○
門
胃
冒
①
。
冨
昌
８
］
司
○
満
巨
国
の
ｏ
ｇ
８
声
局
○
。
］
８
斤
国
○
○
戸
馬
Ｏ
Ｈ
Ｓ
Ｓ
（
半
頁
）

○
日
宮
①
同
旨
”
房
宮
口
区
①
ｇ
目
○
は
Ｏ
ｇ
ｑ
・
両
日
訂
。
ご
］
○
ｍ
ｇ
ロ
ョ
ュ
、
言
（
半
頁
）

以
上
十
二
月
号

し
か
し
〉
｝
の
年
の
丸
善
に
お
け
る
最
大
の
出
来
事
は
内
田
魯
庵
訳
の
ト
ル
ス
ト
イ
原
作

訳
の
ト
ル
ス
ト
イ
原
作
「
復
活
」
の
前
編
が
出
版
せ
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
明
治
の
祇
訳
の
五
指
を
屈
す
る
一
つ
に
入
る
も
の
で
、

し
か
も
直
接
間
接
の
社
会
的
影
響
は
こ
の
「
復
活
」
が
一
ば
ん
深
大

と
云
え
る
。
森
鴎
外
の
「
即
興
詩
人
」
は
一
代
の
名
訳
だ
が
こ
れ
を

歎
美
す
る
も
の
は
文
学
青
年
に
限
ら
れ
て
い
る
。
二
葉
亭
の
「
浮

草
」
が
金
玉
の
文
と
い
っ
て
も
こ
れ
が
感
化
を
う
け
た
の
は
主
と
し

て
花
袋
、
独
歩
、
風
葉
な
ど
の
作
家
の
あ
い
だ
と
、
よ
う
や
く
現
わ

れ
か
か
っ
た
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
あ
い
だ
で
あ
っ
た
。
「
復
活
」

は
し
か
ら
ず
、
数
年
後
の
大
正
に
な
っ
て
か
ら
だ
が
、
カ
チ
ュ
ー
シ

圃覗

灘
シ
ザ
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ャ
の
唄
に
の
っ
て
「
復
活
」
は
全
国
の
隅
点
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
松
井
須
磨
子
主
演
の
「
復
活
」
劇
に
よ
る
も
の

だ
が
、
抱
月
は
こ
れ
を
劇
化
す
る
に
あ
た
り
、
魯
庵
を
た
ず
ね
て
そ
の
訳
本
を
テ
キ
ス
テ
レ
ー
ジ
す
る
許
可
を
求
め
る
礼
を
と
っ
た
。

抱
月
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
、
ツ
リ
イ
と
リ
ナ
。
ア
シ
ュ
ェ
ル
所
演
の
「
復
活
」
劇
を
み
て
、
そ
の
感
興
を
「
新
小
説
」
に
送
稿
し
た
。

「
ツ
リ
イ
の
復
活
」
が
こ
れ
で
、
の
ち
に
単
行
本
「
滞
欧
文
談
」
に
お
さ
め
ら
れ
て
九
十
頁
に
お
よ
ぶ
長
編
で
、
お
よ
そ
劇
評
に
こ
れ

ほ
ど
細
級
を
つ
く
し
た
も
の
は
空
前
絶
後
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
そ
れ
程
深
大
な
る
感
銘
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
帰
朝
し
て
早
稲
田
大
学

の
教
壇
に
立
つ
と
、
間
も
な
く
こ
の
訳
本
が
出
た
の
で
、
祇
訳
研
究
の
科
を
新
設
し
、
テ
キ
ス
ト
に
や
は
り
こ
の
魯
庵
の
「
復
活
」
を

も
ち
い
て
、
そ
の
老
巧
な
る
訳
し
ぶ
り
の
長
短
の
検
討
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
。

そ
し
て
彼
の
主
宰
す
る
早
稲
田
文
学
は
、
こ
れ
を
批
評
し
て
「
驚
く
べ
き
内
容
と
と
も
に
驚
く
べ
き
外
形
を
有
す
る
書
物
だ
」
と
云

っ
た
。
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内
容
は
じ
つ
に
、
ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
と
前
後
の
照
応
を
な
し
、
ユ
ー
ゴ
ー
の
「
し
。
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
が
小
説
の
演
説
な
ら
、

ト
ル
ス
ト
イ
の
「
復
活
」
は
小
説
の
お
説
教
と
い
わ
れ
、
ま
た
「
し
。
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
が
悪
魔
と
聖
者
の
合
作
と
い
う
批
評
を
う
け
た

の
に
対
し
、
「
復
活
」
に
は
「
予
言
者
イ
ザ
ャ
と
写
実
家
ゾ
ラ
の
合
作
」
と
い
う
奇
評
が
出
た
。
殴
誉
紛
左
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
れ
だ

け
大
作
な
の
で
、
じ
つ
に
一
作
に
し
て
、
そ
の
経
歴
、
そ
の
思
想
感
情
を
傾
注
し
た
全
ト
ル
ス
ト
イ
の
結
晶
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
訳
書
の
外
形
を
み
れ
ば
、
ま
ず
新
発
明
の
ポ
イ
ン
ト
活
字
を
初
め
て
も
ち
い
た
の
は
こ
の
書
で
、
ア
ン
カ
ッ
ト
に
し
、

表
紙
に
は
ワ
ッ
ト
マ
ン
画
用
紙
を
も
ち
い
、
挿
し
こ
み
で
な
く
ふ
た
閉
じ
の
夫
婦
箱
入
り
に
し
て
、
そ
の
豪
華
は
激
石
の
「
猫
」
の
凝

っ
た
の
に
匹
敵
し
た
。



丸
善
は
明
治
十
年
代
に
「
新
体
詩
抄
」
や
ポ
ッ
カ
チ
オ
の
訳
書
「
想
夫
恋
」
を
出
し
、
文
芸
出
版
に
異
色
を
放
っ
た
が
、
一
一
十
年
代

に
入
っ
て
以
降
、
ぴ
た
り
と
そ
れ
を
中
絶
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
工
芸
、
農
学
、
医
書
そ
の
他
の
科
学
専
門
書
で
な
け
れ
ば
、
辞
書
や
、
地

図
の
出
版
に
終
始
し
て
文
学
書
と
は
絶
縁
し
て
い
た
の
に
、
創
立
四
十
年
記
念
が
こ
れ
を
思
い
立
た
せ
た
か
、
そ
れ
と
も
「
献
策
し
て

聞
か
れ
ざ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
ほ
ど
の
魯
庵
の
勢
力
で
出
版
し
た
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
明
治
末
期
に
お
け
る
文
学
上
の
一
大
貢
献

で
あ
っ
た
。

五
「
ジ
ャ
ン
。
ク
リ
ス
ト
フ
」
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「
復
活
」
の
出
版
に
よ
っ
て
、
期
せ
ず
し
て
社
会
的
良
心
の
覚
醒
に
寄
与
し
た
の
と
相
呼
応
す
る
よ
う
に
、
社
内
で
も
社
員
の
徳
育

の
た
め
、
講
話
会
を
催
し
た
。
中
村
日
記
に

．
「
四
月
五
日
社
員
ノ
商
道
徳
修
養
ノ
為
江
原
素
六
海
老
名
弾
正
ノ
両
氏
ヲ
招
聡
シ
午
後
七
時
ヨ
リ
ー
石
橋
会
堂
一
一
於
テ
講
話
ヲ

聴
カ
シ
ム
雇
員
数
名
ヲ
除
ク
外
何
レ
モ
聴
講
セ
リ
」

ひ
き
つ
づ
き
五
月
五
日
、
六
月
九
日
、
七
月
十
四
日
に
お
こ
な
い
、
打
ち
ど
め
は
十
一
月
十
一
一
日
で
、
日
記
に
次
の
如
く
あ
る
。

（
原
文
マ
マ
）

「
夜
来
会
社
楼
上
二
於
テ
講
話
会
ヲ
開
ク
弁
士
ハ
上
田
敏
及
島
田
三
郎
氏
ニ
シ
テ
嶋
田
ハ
開
国
当
時
ノ
情
況
上
田
氏
ハ
欧
米
諸
国

最
近
ノ
見
聞
ヲ
以
テ
シ
タ
リ
」

上
田
敏
は
一
月
前
に
帰
朝
し
た
ば
か
り
で
、
文
学
会
で
な
い
商
店
の
講
演
に
出
て
き
た
事
な
ど
、
あ
ま
り
例
が
な
い
。
内
田
魯
庵
と

相
ゆ
る
し
た
仲
で
あ
っ
た
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
れ
に
動
か
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
ロ
ー
マ
ン
．
ロ
ー
ラ
ン
と



を
思
え
ば
、
こ

中
村
日
記

新
築
建
物
一
一
付
本
日
午
後
一
時
ヨ
リ
上
棟
式
ヲ
挙
（
行
）
セ
リ
列
席
者
ハ
設
計
者
中
村
博
士
佐
野
学
士
清
水
組
清
水
釘
吉
原
林

之
助
岡
本
田
辺
町
田
山
田
等
外
下
方
数
十
名
会
社
一
一
テ
ハ
小
柳
津
山
崎
金
沢
早
矢
仕
内
田
伴
嵯
峨
野
佐
野
等
十
数
名
式
後
中
村
博

士
佐
野
学
士
清
水
釘
吉
原
岡
本
田
辺
山
田
外
一
名
金
原
及
鈴
木
ヲ
帝
国
ホ
テ
ル
一
一
饗
応
シ
午
後
八
時
半
散
会
ス
会
社
ヨ
リ
ノ
出
席

者
ハ
小
柳
津
山
崎
金
沢
内
田
早
矢
仕
伴
佐
野
及
小
生
ナ
リ
キ

十
二
月
三
日
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い
う
作
家
の
ジ
ャ
ン
。
ク
リ
ス
ト
フ
と
い
う
小
説
が
熱
狂
的
に
読
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
話
を
し
た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
こ
の
小
説
の
こ

と
を
日
本
に
伝
え
た
最
初
で
、
第
一
次
大
戦
後
、
わ
が
国
で
も
そ
の
訳
書
が
若
き
読
者
の
あ
い
だ
に
歓
迎
せ
ら
れ
て
措
か
な
か
っ
た
の

を
思
え
ば
、
こ
こ
に
特
記
し
て
お
く
べ
き
理
由
が
あ
る
。


